
 

学部・学科別 時間割作成注意事項 

【重要】 各自の入学年度の『履修要綱』の記載内容と開講講座表を照らし合わせて、履修してください。 

人 間 開 発 学 部  
 

学部共通事項 

1．「教育インターンシップ」（2年次以上選択科目）について 

以下の日程で指導を行います。登録者は必ず参加してください。 

【事前指導】 

4月 11日、18日、25日（火）6限 18：15～ 教室については別途連絡 

2．「演習」（3年次後期必修科目）の募集と応募者選考に関するスケジュールについて 

演習に関する説明については、11月 1日に配信しているお知らせを確認してください。 

※@kokugakuinアドレス（あるいは各自が K-SMAPYⅡに登録しているメールアドレス）に届くメールを参照のこと 

3．「演習・卒業論文」の登録について（4年次通年必修科目） 

3年次の「演習」と同じ教員が担当しますので、事前登録が完了しています。 

4．人間開発学部学生用科目 

人間開発学部学生が「書道Ⅰ」「書道Ⅱ」（2年生以上）を履修する場合、たまプラーザ開講の科目を登録してくださ

い。 

5．必修科目の再履修について 

再履修者用科目を開講していないので、再履修者は正規の授業を K-SMAPYⅡから自身で登録してください。なお、事

前登録の科目もあるので注意してください。 

 

子ども支援学科 

1．履修要綱の変更について 

対象入学年度 対象科目 変更内容 

平成 27・28年度 
教育の統計 3・4年次開講（新規科目） 

子ども環境論 3・4年次→1・2年次 

平成 28年度 

乳児保育Ⅰ 3年次→2年次 

教育実習ⅠA 3年次→2年次 

教育実習ⅠB 4年次→3年次 

教育実習Ⅲ 4年次→3年次 

保育実習指導ⅠA 

保育実習指導ⅠB 

2年次の「保育実習指導ⅠA」修得時は 0単位、 

3年次の「保育実習指導ⅠB」修得時に 2単位 

平成 31年度  

こども生活基礎論 1年次→2年次 

保育内容（健康） 2年次→3年次 

保育内容（言葉） 3年次→2年次 

子どもの保健ⅠA（健康と発育） 1年次→2年次「幼児と健康」として開講 

ピアノ実技 A 1年次→2年次 

保育方法論 2年次→3年次 

乳児保育Ⅱ 3年次→2年次 

社会福祉 2年次→1年次 



 

子ども文化論 1年次→2年次 

子どもの食と栄養Ⅰ 3年次→2年次 

令和3年度以前の入

学者 
安全教育 閉講 

2．学科指定科目 

学部コア科目、学科必修科目、教職必修科目、保育士必修科目は学科、または学籍番号による指定のため、すでに登

録されています。K-SMAPYⅡ『学生時間割表』で曜日・時限・担当教員を確認し、受講してください。 

これらの科目を再履修する２年生以上は、子ども支援学科開講科目または子ども支援学科専用科目から履修してくだ

さい。 

3．小学校課程免許取得希望者 

副免許として、小学校課程の科目受講を希望する場合、以下の科目については、前期・後期ともに事前登録期間内に

指定申請用紙にて登録を受け付けます。事前登録期間内にたまプラーザ事務課で手続きしてください。 

「初等科教育法（音楽）」／「初等科教育法（図工）」／「初等科教育法（家庭）」／「初等科教育法（体育）」 

①「特別活動の理論と方法」について 

「特別活動の理論と方法」については、教育実習実施時期により、登録曜時が異なります。必ず自身の教育実習の実

施時期を確認の上、以下の科目を K-SMAPYⅡから履修登録してください。 

前期に教育実習を実施する場合→「特別活動の理論と方法（小）」（たま・火 4・後期・杉田洋） 

後期に教育実習を実施する場合→「特別活動の理論と方法（小）」（たま・木 3・前期・杉田洋） 

②「教育実習Ⅱ（参観実習）」実施にあたって 

必修科目である「教育実習Ⅱ（参観実習）」を実施するためには、必ず「教育実習直前指導」に出席する必要がありま

す。実習実施年度にあたる学生は、スケジュールを掲示で確認してください。 

③「音楽概説」「図工概説」「家庭科概説」「体育概説」について 

小学校課程希望者が履修できる科目のうち、上記の 4科目は初等教育学科の学生以外は受講できません。他の科目で

必要な単位を満たすようにしてください。 

4．保育士課程履修者 

保育士課程を履修している学生で、保育士課程に該当する科目を再履修する場合、子ども支援学科指定登録の科目を

履修登録してください。４月の学科ガイダンスにて詳細を説明します。 


